
令和４年度授業研究セミナー（道北ブロック・数学）

指導案検討会による学習指導案の主要な改善点について

第１回指導案検討会（９月12日（月）
15:30～16:40 ＠Zoom）

主な検討点：本時の目標（ねらい）、単元全体の在
り方と本時の関係について

〇指導案（第２版）において設定した
本時の目標（ねらい）
関数の変化に着目したり、既習事項と関連
付けたりして大小関係を比較し、問題を解決
することができる。 【思考・判断・表現】

〇指導案（第１版）において設定した課題
【本時の問い】
「𝒆𝝅と𝝅𝒆 のどちらが大きいか」ついて、どの
ように考えればよいだろうか。
【課題１】
「𝒆𝝅と𝝅𝒆」について、関数として考えることは
できないだろうか。
【課題２】

𝒍𝒐𝒈 𝒆

𝒆
，

𝒍𝒐𝒈 𝝅

𝝅
が関数の一部である場合、𝒆 < 𝝅

を利用して問いを解決しよう。
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〇指導案（第１版）において設定した
本時の目標（ねらい）
関数の変化に着目し、事象の数学的な特徴や
既習事項の原理や法則を数学的に捉え、関連付
けたり、問題を解決したりすることができる。

【思考・判断・表現】

〇指導案（第２版）において設定した課題
【本時の問い】

「
𝒍𝒐𝒈 𝒆

𝒆
，

𝒍𝒐𝒈 𝝅

𝝅
のどちらが大きいか」ついて、

どのように考えればよいだろうか。
【課題１】
𝒆𝝅と𝝅𝒆の大小関係を考えよう。

【課題２】

𝟎 < 𝒂 < 𝒃であるとき、𝒃𝒂 < 𝒂𝒃が常に成り立つ
と考えた。正しいかどうか確認せよ。

〇「微分法のまとめ」という新たな単元を設定した
ことから、この単元の４時間のまとまりの中で、
生徒に身に付けさせたい資質・能力を明確にする
べきである。

〇単元「微分法」との目標や評価規準は同じである
か、それとも別であるか、生徒の学習の変容や身
に付けさせたい力を考慮して検討した方がよい。

〇この問題を解く意義について、明確にした方がよ
いのではないか。

第２回指導案検討会（10月５日（水）
9:30～10:30 ＠Zoom）

主な検討点：本時のねらい（目標）、探究的な授業
に対する展開の在り方について

第３回指導案検討会（10月12日（水）
15:30～16:30 ＠Zoom）

主な検討点：本時のねらい（目標）、課題設定に対
する生徒の反応予想
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〇指導案（第３版）において設定した
本時の目標（ねらい）
微分を活用して、関数の変化に着目したり、
既習事項と関連付けたりすることで大小関係
の比較ができるようにする。 【思考・判断・
表現】

〇指導案（第３版）において設定した課題
【本時の問い】

「
𝒍𝒐𝒈 𝒆

𝒆
，

𝒍𝒐𝒈 𝝅

𝝅
のどちらが大きいか」ついて、

どのように考えればよいだろうか。
【課題１】
大小比較に必要な考え方はなんだろうか。
【課題２】

太郎さんは、𝟎 < 𝒂 < 𝒃であるとき、𝒃𝒂 < 𝒂𝒃が
常に成り立つと考えた。正しいかどうか確認せよ。
ただし、理由も書くこと。
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指導案（最終版）の完成

〇「問題を解決する」ことに重点を置きすぎてしまっているのではないか。
このままだと「本時の問い」のよさが引き出せないと考える。

〇課題を与えて生徒がそれを解決したら終了という展開ではなく、その課
題を解決することに必要性を感じさせることが大切である。

〇問題解決型の授業では、「比較・検討」という展開が重要である。

〇生徒が今回、提示した課題だけを解決できるので
はなく、その考え方を活用できるようになること
が大切であるため、生徒から関数を定義すること
をいかに引き出せるかがポイントになる。

〇課題１は、本時の問いに対して、生徒が思考する
根本的な部分であるから、あえて提示するのでは
なく、展開の流れの中で引き出したり、共有した
りすればよいのではないか。

〇課題２までは時間的に厳しいのではないか。


